
熊本市立必由館高校 これまでの成果 Co-Agency

全日制普通科・普通(6学級×40名＝240名)・国際コース(1学級=40名)・芸術コース(1学級=40名書道・美術・
音楽)・服飾デザインコース(1学級=40名)。在籍生徒数 １０８０名。
明治44年（1911年）開校、平成13年（2001年）に校名変更学科改編。令和６年度から新学科へR8 ９１５名

目指すべき学校像（スクール・ミッション）

熊本市立必由館高等学校は、熊本市の未来を拓き、健康で心豊かな人生と幸せな
社会を生み出す、次のような資質・能力を有したリーダーを育成します。
・多様な価値観を尊重し、新たな価値を創造する力
・地域社会や国際社会に関する理解を深め、課題や魅力を見出す力
・分野横断的に課題を分析し、論理立てて表現する力
・自己の興味・関心に応じて、生涯にわたって学び続ける力
この目的のため、「市立ならでは」の次のような取組を行います。
・多様な生徒一人ひとりが主体的かつ協働的に学校づくりに参画する機会の拡充
・市役所、市立専門学校、大学、企業等と連携・協働した課題探究型学習の推進
・文理融合等の教科等横断的な学習の推進
・芸術・生活デザインに関する専門的教育の推進

〇Co-Agency →生徒 教師 保護者 地域社会 教育委員会も変容
→注文・支援から参画へ
〇カリ・マネ 目的・目標の共有ができた コンピテンシー⇔コンテンツ
〇在校生が 学校が変わっていくことを実感



ビジョン 「はっきり」 と共有
改革のプロセス 「しっかり」 とかつ柔軟に
成果 「くっきり」 と良いも悪いも

事業項目
実 施 日 程

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

教育課程編成 １回 １回 １回

コーディネーター研修 ２回 1回 １回

運営指導委員会 １回 1回

コンソーシアム会議 １回 １回

探究的学習の充実に向けた取組
・国際サスティナブル会議(福岡)

・GoGreenプロジェクトin熊本参加

･探究学習発表会iMovie活用 ･Kumamoto Education Weekでの発表

・国際サスティナブル会議(東京)

・観光庁発表

･熊本市内フィールドワーク「探究のタ

ネを探す」

「市立高等学校・専門学校改革検
討会議」

１回 １回 １回 １回 ２回

他都市先進校視察訪問 北九州市教委

兵庫御影高校

京都開建高校

京都市教委校

長崎松浦高校

福岡八幡高校
京都開建高校

外部講師招聘
（運営指導委員・ｺﾝｿｰｼｱﾑ構成員・

職員対象）
３回 1回 1回

外部講師招聘
（生徒対象）

1回 ２回 １回 1回 1回

資質・能力の変容の
調査・検証

AiGROWの実施 現状の検証 分析









熊本市必由館高校 教育エコシステムで目的・目標の共有

校内運営委員会

コーディネーター

学校探究部（校務分掌）

職員会議

学校改革プロジェクトチーム

協議・共有

生徒

教科会

学校内に、学科改編の事業実施主体となる学校改革PJチームを設置。
→本年度、校内に高校改革室設置につながる。→R6年さらに進化させる

〇CNと学校改革プロジェクトチームにおいて事業計画案を作成し、校内運営委
員会、職員会議、学校探究部等で協議及び目的・目標など共有。月に数回ペー
スで学校改革PJチームを開催。
事業計画の作成にあたり、教育エコシステムの参画・連携を得ながら、事業
の目的に沿った実効性のあるものとなるよう、改善を図った。



熊本市必由館高校 Student Agency

〇熊本市教育員会主催の教育イベント「Kumamoto Education Week」本校生徒によ
る高校改革に関するプレゼンテーションやCN等によるパネルディスカッションを全
国に向けて発信。
『タイトル「どぎゃん！高校改革～高等学校の今と未来～」』
・コメンテーター 熊本大学大学院教育学研究科 特任教授 前田 康弘 氏
横浜創英中学・高等学校校長補佐/新渡戸文化学園ラーニングディレクター

山本 崇雄 氏
→「生徒主体の学校運営プロジェクト」につながる
「熊本市高校魅力化生徒会」を立ち上げ、県立・私立も巻き込み、活動を開始。

8月29日、30日 他都市高校改革の学校を生徒自ら視察。
・北九州市立高校 広島市立美鈴が丘高校 京都市立開建高校

〇「くまもと幸福論」中高生パフォーマンス Well-being 2023』
・TED×Kumamotoから、2ヶ月間のプレゼンテーション指導を受け、それぞれの
思い込めたプレゼンテーションを行った。

→ 本年度８月１９日実施につながる。

熊本市にて開催 主な参加校など

北九州市立高校 宮崎県立飯野高校 静岡県浜松学芸高校 熊本県宇土高校
東京学芸大学 ドワンゴ学園高 福井大学(ＯＥＣＤ関係)



熊本市必由館高校 Student Agency

〇『GO GREEN プロジェクトin 熊本』
～創造的復興に向けたレスポンシブルツーリズム～へ参加

・熊本県の高校生が考える観光復興についてパネルディスカッションを行った。
・「Responsible Tourism in Hitoyoshi＆Kuma 」

～球磨川の恵みとリスクコントロール令和時代の観光を発見する旅～

〇『第7回サスティナブル ブランド国際会議へ参加』福岡 東京
・他県高校生の探究の発表を聴講
・企業人との交流
・第3回 SB Student Ambassador 全国大会への参加
〇 未来の学校「apple」「内田洋行」本社視察及び意見交換 東京

『観光庁 未来の観光人材育成事業 成果報告会での発表』
・「高校生と取り組む被災地の創造的復興

～熊本版レスポンシブルツーリズムの幕開け～球磨人吉の観光・復興」の
成果報告発表を行った。

『熊本市内フィールドワーク』
・「私たちの『熊本市』を知り、探究のタネを探す旅」
「文化財」「環境」「観光」「福祉」などの単独の分野だけの課題や取組では
なく、それぞれが関りあっているということに気付くことのできる大変充実した
機会となった。

→ R５ 熊本市役所との「総合的な探究の時間」 授業連携につながる

※R5 市役所２７課及び企業など参画






